
（各年度１０月単月分の数値）

評価 コメント

上段：実績
下段：見込

進捗率
上段：実績
下段：見込

進捗率
上段：実績
下段：見込

進捗率

25,299 26,002

25,872 28,200 30,748

1,053 1,090

1,056 1,151 1,255

16,739 18,246

15,612 18,474 21,857

59 62

60 71 84

706 746

567 586 604

36 37

31 32 33

0 0

418 418 418

0 0

1 1 1

3,469 3,642

3,256 3,317 3,377

180 187

162 165 168

32,014 32,141

32,180 33,467 34,813

1,605 1,675

1,601 1,665 1,732

173 132

257 277 297

9 9

13 14 15

○

○

○

○

△

想定を上回る実績（見込量の150%以上）
概ね見込みどおり（見込量の70%以上150%未満）
見込を下回る実績（見込量の70%未満）

◎：
○：
△：

概ね見込みどおりの実績となっている。

概ね見込みどおりの実績となっている。

概ね見込みどおりの実績となっている。

訪問系、日中活動系、短期入所等、サービス内容が多岐に渡
ること、及び包括報酬となっていることにより、個々のサー
ビスに比べ割安な報酬設定となっており、事業者参入が進ま
ない。一方、個々のサービスで対応しているため、利用者の
需要もない。
なお、指定を受けている事業所は全国で概ね４０程度であ
り、千葉県内で指定を受けている事業所はない。

利用期間が決まっており、限定されたニーズのサー
ビスのため、見込みまでの利用とならなかった。

サービス内容 第４期計画

0.0%

利用者数 （実人/月） 99.7% 94.7% 0.0%

（時間分/月） 97.8% 92.2%

考察

○

○

0.0% 0.0%

行動援護

利用量

△

△

△

○

○

○

○

概ね見込みどおりの実績となっている。

概ね見込みどおりの実績となっている。

各年度におけるサービス量の見込量（下段）と実績（上段）

（２）日中活動系サービス

（１）訪問系サービス

平成２７年度

（単位）

平成２８年度 平成２９年度

居宅介護

利用量

サービス名

　入浴、排泄又は食事等の介護、調理、洗濯及び掃除等の
家事並びに生活等に関する相談及び助言その他の生活全般
にわたる援助を適切かつ効果的に行います。

　入浴、排泄又は食事等の介護、調理、洗濯及び掃除等の
家事、外出時における移動中の介護並びに生活等に関する
相談及び助言その他の生活全般にわたる援助を適切かつ効
果的に行います。

　利用者が行動する際に生じ得る危険を回避するために必
要な援護、外出時における移動中の介護、排泄又は食事等
の介護その他の当該利用者が行動する際に必要な援助を適
切かつ効果的に行います。

　居宅介護、重度訪問介護、行動援護、生活介護、児童デ
イサービス、短期入所、共同生活介護、自立訓練、就労移
行支援、就労継続支援及び旧法施設支援（通所によるもの
に限る）を包括的に提供します。

重度訪問介護

127.3% 0.0%

利用者数 （実人/月） 116.1%

（時間分/月） 124.5%

115.6% 0.0%

107.2% 98.8% 0.0%

利用者数

利用量

（実人/月） 98.3% 87.3% 0.0%

（時間分/月）

重度障害者等
包括支援

利用量 （時間分/月） 0.0%

同行援護

利用量 （時間分/月） 106.5%

利用者数

　視覚障害により移動に著しい困難を有する人に、移動時
及びそれに伴う外出先において、必要な視覚的情報の支援
や移動の援護、排泄・食事等の介護、その他外出する際に
必要となる援助を行います。

109.8% 0.0%

利用者数 （実人/月） 111.1% 113.3% 0.0%

（実人/月） 0.0% 0.0% 0.0%

（延人日/月） 99.5% 96.0% 0.0%

利用者数 0.0%

自立訓練
（機能訓練）

利用量

（実人/月） 100.2% 100.6%

（延人日/月） 67.3% 47.7% 0.0%

利用者数

生活介護

利用量
　常に介護を必要とする人に、昼間、入浴、排せつ、食事
の介護等を行うとともに、創作的活動又は生産活動の機会
を提供します。

　自立した日常生活又は社会生活ができるよう、一定期
間、リハビリテーション、歩行訓練等、身体機能の向上の
ために必要な訓練を行います。

64.3% 0.0%（実人/月） 69.2%

第４期千葉市障害福祉計画の進捗状況（指定障害福祉サービス等）

資料２ 



評価 コメント

上段：実績
下段：見込

進捗率
上段：実績
下段：見込

進捗率
上段：実績
下段：見込

進捗率

想定を上回る実績（見込量の150%以上）
概ね見込みどおり（見込量の70%以上150%未満）
見込を下回る実績（見込量の70%未満）

◎：
○：
△：

サービス内容 第４期計画

考察各年度におけるサービス量の見込量（下段）と実績（上段）

平成２７年度

（単位）

平成２８年度 平成２９年度

サービス名

1,007 845

1,408 1,654 1,954

60 58

80 94 111

5,261 5,450

5,593 7,275 9,452

306 341

316 411 534

2,997 3,603

2,277 2,753 3,333

147 186

110 133 161

10,973 11,323

10,605 11,568 12,600

629 660

606 661 720

2,416 2,393

2,418 2,511 2,604

78 78

78 81 84

2,425 2,535

2,322 2,412 2,511

268 295

258 268 279

227 306

318 336 354

45 52

53 56 59

2,769 3,822

2,947 3,713 4,678

444 609

486 583 700

10,230 11,765

9,205 10,678 12,386

785 958

743 825 916

概ね見込みどおりの実績となっている。

利用者数 （実人/月） 105.7% 116.1% 0.0% ○

利用量 （延人日/月） 111.1% 110.2% 0.0% ○

概ね見込みどおりの実績となっている。

利用者数 （実人/月） 84.9% 92.9% 0.0% ○

児童発達支援
　日常生活における基本的な動作の指導、知識技能の付
与、集団生活への適応訓練等を行います。
　＊第４期から計画事業

利用量 （延人日/月） 94.0% 102.9% 0.0% ○

利用者数 （実人/月） 91.4% 104.5% 0.0% ○

○

利用者数 （実人/月） 103.9% 110.1% 0.0% ○

　自宅で介護する人が病気の場合などに、短期間、夜間も
含め施設で、入浴、排せつ、食事の介護等を行います。
（病院、診療所、介護老人保護施設において実施）
　＊第４期から計画事業

利用量 （延人日/月） 71.4% 91.1% 0.0% ○

利用期間が決まっており、限定されたニーズのサー
ビスのため、見込みまでの利用とならなかった。

概ね見込みどおりの実績となっている。

概ね見込みどおりの実績となっている。

○

○

○

△

△

○

○

○

○

○

概ね見込みどおりの実績となっている。

概ね見込みどおりの実績となっている。

概ね見込みどおりの実績となっている。

概ね見込みどおりの実績となっている。

（延人日/月） 71.5% 51.1% 0.0%

自立訓練
（生活訓練）

利用量

（実人/月） 75.0% 61.7% 0.0%利用者数

　自立した日常生活又は社会生活ができるよう、一定期
間、食事や家事等、生活能力の向上のために必要な訓練を
行います。

0.0%

131.6% 130.9% 0.0%（延人日/月）

74.9% 0.0%

利用者数

（延人日/月） 94.1%

（実人/月） 96.8% 83.0% 0.0%

利用量

利用者数 （実人/月） 133.6% 139.8%

0.0%

利用者数

（延人日/月） 103.5% 97.9%利用量

（実人/月） 103.8% 99.8% 0.0%

0.0%

　医療と常時介護を必要とする人に、医療機関で機能訓
練、療養上の管理、看護、介護及び日常生活の世話を行い
ます。

療養介護

利用量 95.3% 0.0%

利用者数

（延人日/月） 99.9%

100.0% 96.3%

短期入所（福祉型）

　自宅で介護する人が病気の場合などに、短期間、夜間も
含め施設で、入浴、排せつ、食事の介護等を行います。
（障害者支援施設等において実施）
　＊第３期までは「短期入所」だったが、第４期から「短
期入所（福祉型）」と「短期入所（医療型）」に分けられ
た。

利用量 （延人日/月） 104.4% 105.1% 0.0%

放課後等デイサービス
　授業の終了後や休業日に、生活能力の向上のために必要
な訓練、社会との交流の促進等を行います。
　＊第４期から計画事業

（実人/月）

短期入所（医療型）

　一般企業等への就労を希望する人に、一定期間、就労に
必要な知識及び能力の向上のために必要な訓練を行いま
す。

　一般企業等での就労が困難な人に、雇用契約に基づき働
く場を提供するとともに、知識及び能力の向上のために必
要な訓練を行います。

　一般企業等での就労が困難な人に、就労の機会や生産活
動の機会を提供するとともに、知識及び能力の向上のため
に必要な訓練を行います。

就労移行支援

就労継続支援
（Ａ型）

利用量

就労継続支援
（Ｂ型）



評価 コメント

上段：実績
下段：見込

進捗率
上段：実績
下段：見込

進捗率
上段：実績
下段：見込

進捗率

想定を上回る実績（見込量の150%以上）
概ね見込みどおり（見込量の70%以上150%未満）
見込を下回る実績（見込量の70%未満）

◎：
○：
△：

サービス内容 第４期計画

考察各年度におけるサービス量の見込量（下段）と実績（上段）

平成２７年度

（単位）

平成２８年度 平成２９年度

サービス名

3 9

2 2 2

2 9

1 1 1

274 307

310 310 310

37 44

50 50 50

431 477

465 526 587

758 752

762 762 762

28 33

36 39 43

21 23

29 32 36

479 516

203 312 435

9 8

4 4 4

34 44

69 92 114

179 212

56 94 140

地域定着支援
　居宅において単身その他の状況において生活する障害者
に対し、常時の連絡体制を確保し、障害の特性に起因して
生じた緊急の事態等に相談その他の便宜を供与します。

利用者数 （実人/月） 49.3% 47.8% 0.0%
地域移行者の利用を見込んでいたが、日中活動系の
事業所による支援等があった障害者については、本
事業を必要とせず、目標を下回った。

165.4%
全ての支給決定に先立ち、サービス等利用計画が必
要となったため、目標を上回る結果になった。

200.0% 0.0%

（実人/月） 236.0%

0.0% ○

福祉型障害児入所支援
　施設に入所する障害児に、夜間や休日、入浴、排せつ、
食事の介護等を行います。
　＊第４期から計画事業

利用者数 （実人/月） 77.8% 84.6% 0.0% ○

99.5% 98.7%

0.0% ◎

利用者数 （実人/月） 200.0% 900.0% 0.0% ◎

概ね見込みどおりの実績となっている。

概ね見込みどおりの実績となっている。

○

○

（３）居住系サービス

0.0%

保育所等訪問支援

0.0%

利用者数

（延人日/月） 88.4%利用量

（実人/月） 74.0% 88.0% 0.0%

92.7% 90.7%

利用者数

共同生活援助
（グループホーム）

医療型児童発達支援

（実人/月）
　夜間や休日、共同生活を行う住居で、相談や日常生活上
の援助を行います。

　保育所等を訪問し、障害児以外のクラスの児童との集団
生活への適応のための専門的な支援を行います。
　＊第４期から計画事業

利用量 （延人日/月） 150.0% 450.0%

施設入所支援
　施設に入所する人に、夜間や休日、入浴、排せつ、食事
の介護等を行います。

利用者数 （実人/月）

（実人/月） 319.6%

◎

◎225.5% 0.0%

地域移行支援 利用者数 （実人/月） 225.0%

　障害者支援施設等に入所している障害者又は精神科病院
に入院している精神障害者に対し、住居の確保その他の地
域における生活に移行するための活動に関する相談その他
の便宜を供与します。

　支給決定を受けた利用者が障害児通所支援を適切に利用
することができるよう、サービス利用計画を作成するとと
もに、当該計画に基づく障害児通所支援の提供が確保され
るよう、障害児通所支援事業者等との連絡調整等を行いま
す。
　　＊第４期から計画事業

△

　児童発達支援（日常生活における基本的な動作の指導、
知識技能の付与、集団生活への適応訓練等）と治療を行い
ます。
　＊第４期から計画事業

障害児相談支援 利用者数

医療型障害児入所支援

利用者数

（４）相談支援

全ての支給決定に先立ち、サービス等利用計画が必
要となったため、目標を上回る結果になった。

○ 概ね見込みどおりの実績となっている。

概ね見込みどおりの実績となっている。

概ね見込みどおりの実績となっている。

概ね見込みどおりの実績となっている。

計画相談支援 利用者数

　支給決定を受けた利用者が障害福祉サービスを適切に利
用することができるよう、サービス利用計画を作成すると
ともに、当該計画に基づく障害福祉サービスの提供が確保
されるよう、障害福祉サービス事業者等との連絡調整等を
行います。

0.0%

概ね見込みどおりの実績となっている。

0.0%（実人/月） 72.4% 71.9% ○

◎

　施設に入所する障害児に、夜間や休日、入浴、排せつ、
食事の介護等を行い、あわせて医療も提供します。
　＊第４期から計画事業

99.0%



（各年度の年間数値）

評価 コメント

上段：実績
下段：見込

進捗率
上段：実績
下段：見込

進捗率
上段：実績
下段：見込

進捗率

実施 実施

実施 実施 実施

7 7

7 7 7

11 11

10 10 10

1 1

1 1 1

755 808

1,351 1,504 1,657

実施 実施

実施 実施 実施

7 7

7 7 7

256 257

243 245 247

0 1

1 1 1

実施 実施

実施 実施 実施

実施 実施

実施 実施 実施

実施 実施

実施 実施 実施

実施 実施

実施 実施 実施

△

○ 概ね見込みどおりの実績となっている。

○ 概ね見込みどおりの実績となっている。

（４）成年後見制度利用支援事業
　判断能力が不十分なために契約締結などの法律行為が困難な方が成
年後見制度を円滑に利用できるよう、後見開始の審判請求費用や後見
人などの報酬を助成します。

実施の有無
（実施の

有無）

実利用者数

箇所数②障害児等療育支援事業

①障害者相談支援事業

（３）相談支援事業

○

100.0% 0.0% ○ 概ね見込みどおりの実績となっている。

事業数

○100.0% 100.0% 0.0% 平成27年度に相談支援（直接支援）に対するニー
ズの増加に対応するため、地域の関係機関への支
援を充実させることにより、地域の受け皿を拡充
する「機関支援」に重点を置くこととしたため、
相談実績が平年どおりに留まった。

100.0%

3

0.0%

概ね見込みどおりの実績となっている。

箇所数

考察

◎：
○：
△：

3

○ 概ね見込みどおりの実績となっている。

第４期計画

各 年 度 に お け る サ ー ビ ス 量 の 見 込 量 と 実 績

（５）意思疎通支援事業

想定を上回る実績（見込量の150%以上）
概ね見込みどおり（見込量の70%以上150%未満）
見込を下回る実績（見込量の70%未満）

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

②手話通訳者・要約筆記奉仕員
　派遣事業

①手話通訳者設置事業

（か所）

実利用者数

（２）自発的活動支援事業

　在宅の知的障害者本人によるボランティア活動を支援するため、そ
の活動の機会を提供するとともに、その活動に関する便宜を図りま
す。
　＊第４期からの計画事業

（１）理解促進研修・啓発事業 実施の有無
（実施の

有無）
100.0%

箇所数

3

100.0%

3

3

（か所） 110.0% 110.0% 0.0% ○

（か所） 100.0% 100.0% 0.0% 概ね見込みどおりの実績となっている。○

○105.3%

　障害者相談支援事業所において、障害者等からの相談に応
じ、必要な情報提供、障害福祉サービスの利用支援、権利擁
護のための援助を行います。

　身近な地域で療育指導等が受けられるよう、支援事業者が
訪問又は外来による療育相談等を行います。また、施設に対
し、療育に関する技術指導等も行います。

③発達障害者支援センター運営
　事業

　手話通訳者を本庁舎及び各保健福祉センターに配置し、聴覚障害者
等のコミュニケーションの円滑化を図ります。

　発達障害者支援を総合的に行う地域の拠点として、本人や
家族等からの相談に応じるとともに、療育に関する指導や助
言を行う。また、関係機関との連携強化を図り、地域におけ
る総合的な支援体制の整備に努めます。

　手話通訳者・要約筆記奉仕員の派遣を行い、聴覚障害者とその他の
者の意思疎通の円滑化を図ります。

（人）

100.0% 100.0% 0.0% ○ 概ね見込みどおりの実績となっている。

（人） 100.0% 100.0% 0.0% 概ね見込みどおりの実績となっている。

③精神障害者家族セミナー 事業数

　精神障害者の社会復帰と自立促進、地域住民との交流及びボラン
ティア団体の育成などを図るため、精神保健福祉教室等を開催しま
す。
　＊第４期からの計画事業

　他の精神障害者施設の見学や家族会の研修を通じて精神障害につい
ての普及啓発の方法を学ぶことにより、家族会の活性化を促し、精神
障害者の社会参加の促進を図ります。
　＊第４期からの計画事業

(事業)
②明るいくらし促進事業

　障害者福祉大会を開催し、障害者の自立促進と市民意識の啓発及び
障害者間の障害種別をこえた交流を図ります。
　＊第４期からの計画事業

①本人活動支援事業（ボランティ
ア活動支援事業）

事業数

概ね見込みどおりの実績となっている。

100.0% 100.0% 0.0%

55.9% 53.7% 0.0%

③重度障害者入院時コミュニケー
ション支援事業

実利用者数 （人） 0.0% 100.0%
　重度の障害者等のうち、介護者のいない方で、かつ、意思疎通が困
難な方が入院した際に、医療従事者と円滑なコミュニケーションを図
るための支援員の派遣費用を助成します。＊第４期からの計画事業

104.9% 0.0%（人） 概ね見込みどおりの実績となっている。

0.0%

設置者数

　聴覚障害者の自立と社会参加の担い手となる手話通訳者を養成する
ため、必要な知識や技術を指導します。
　＊第４期からの計画事業

（実施の
有無）

○ 概ね見込みどおりの実績となっている。

　盲ろう者のコミュニケーションや移動等を円滑に支援するため、盲
ろう者向け通訳・介助員を派遣します。
　＊第４期からの計画事業

④盲ろう者向け通訳・介助員派遣
派遣事業

実施の有無
（実施の

有無）
100.0% 100.0%

　聴覚障害者の自立と社会参加の担い手となる要約筆記者を養成する
ため、必要な知識や技術を指導します。
　＊第４期からの計画事業

①手話通訳者養成事業 実施の有無
（実施の

有無）
100.0%

0.0% ○

③盲ろう者向け通訳・介助員養成
事業

実施の有無
（実施の

有無）
100.0% 100.0% 0.0% ○ 概ね見込みどおりの実績となっている。

　盲ろう者の自立と社会参加の担い手となる通訳・介助員を養成する
ため、点字又は手話の知識を有する者に対して、盲ろう者に対する通
訳及び移動等の支援方法を指導します。＊第４期からの計画事業

第４期千葉市障害福祉計画の進捗状況（地域生活支援事業）

１　必須事業

事業内容事　　　業　　　名
単位

（６）意思疎通支援者養成研修事業

100.0% 0.0%

②要約筆記者養成事業 実施の有無



評価 コメント

上段：実績
下段：見込

進捗率
上段：実績
下段：見込

進捗率
上段：実績
下段：見込

進捗率

51 53

46 46 46

160 152

137 137 137

117 118

130 130 130

144 131

140 140 140

16,328 16,995

19,711 21,484 23,417

10 14

12 12 12

675 712

724 782 844

79,561 80,955

83,622 90,321 97,482

①　Ⅰ型

6 6

6 6 6

492 439

420 420 420

②　Ⅱ型

2 2

3 3 3

69 70

129 129 129

③　Ⅲ型

14 15

13 14 15

437 412

431 464 497

△

概ね見込みどおりの実績となっている。

概ね見込みどおりの実績となっている。

箇所数が変わらないことから、実利用者数の伸び
が無く、目標達成に至らなかった。

⑥居宅生活動作補助用具
　　　（住宅改修費）

実利用件数⑤排泄管理支援用具

実利用件数④情報・意思疎通支援用具

　在宅の重度障害者（児）、難病患者（児）の日常生
活の便宜を図るため、日常生活用具費を支給します。

実利用件数③在宅療養等支援用具

実利用件数②自立生活支援用具

実利用件数①介護・訓練支援用具

（７）日常生活用具費支給等事業

115.2% 0.0%（件） 110.9% 概ね見込みどおりの実績となっている。○

（件） 90.0% 90.8% 0.0% ○

（件） 116.8% 110.9% 0.0% ○ 概ね見込みどおりの実績となっている。

概ね見込みどおりの実績となっている。

（件） 82.8% 79.1% 0.0% ○

93.6% 0.0%（件） 102.9% ○ 概ね見込みどおりの実績となっている。

概ね見込みどおりの実績となっている。

　屋外での移動が困難な重度の視覚障害者・児、両上
肢および両下肢に２級以上の障害のある身体障害者・
児、知的障害者・児、一人での外出が困難な精神障害
者に対し、外出のための支援を行います。

（件） 83.3% 116.7% 0.0%

93.2% 91.0% 0.0%（人）

実利用件数 ○ 概ね見込みどおりの実績となっている。

（時間） 95.1% 89.6% 0.0%

（か所） 100.0% 100.0% 0.0%

66.7% 0.0%66.7% △

104.5% 0.0%

107.7% 107.1% 0.0% ○
概ね見込みどおりの実績となっている。

101.4% 88.8% 0.0% ○

（８）移動支援事業

実利用者数

　　　箇所数

　　　箇所数

（人） 117.1%

箇所数

実利用者数

箇所数

実利用者数

（か所）

（か所）

（人）

箇所数

　　　実利用者数 実利用者数

　創作的な活動や生産活動、社会との交流など地域に
おける多様な日中活動の場を提供します。

（９）地域活動支援センター

延利用時間

　　　実利用者数

　　　箇所数

　　　実利用者数 （人） 53.5% 54.3% 0.0%

単位

○

○

○

○

各 年 度 に お け る サ ー ビ ス 量 の 見 込 量 と 実 績 考察

第４期計画

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 ◎：
○：
△：

想定を上回る実績（見込量の150%以上）
概ね見込みどおり（見込量の70%以上150%未満）
見込を下回る実績（見込量の70%未満）

事　　　業　　　名 事業内容および対象者



（各年度年間の数値）

評価 コメント

上段：実績
下段：見込

進捗率
上段：実績
下段：見込

進捗率
上段：実績
下段：見込

進捗率

1 1

1 1 1

5 5

5 5 5

15 15

15 16 17

46 38

50 54 58

実施 実施

実施 実施 実施

635 594

655 675 695

6 6

6 6 6

実施 実施

実施 実施 実施

実施 実施

実施 実施 実施

実施 実施

実施 実施 実施

11 8

20 20 20

1 1

1 1 1

想定を上回る実績（見込量の150%以上）
概ね見込みどおり（見込量の70%以上150%未満）
見込を下回る実績（見込量の70%未満）

考察

概ね見込みどおりの実績となっている。

概ね見込みどおりの実績となっている。

訓練に必要な物品は事業所が用意するため必要なく
なったことにより、利用者が減少した。

概ね見込みどおりの実績となっている。

概ね見込みどおりの実績となっている。

0.0%（か所） 100.0% 100.0%

100.0% 100.0% 0.0%

（か所） 100.0% 93.8%

概ね見込みどおりの実績となっている。

○

○

0.0%

100.0%

100.0% 0.0%

（実施の
有無）

0.0%

平成２７年度 ◎：
○：
△：

△

○

○

100.0%

70.4%

100.0% 0.0% ○

平成２８年度 平成２９年度

40.0%

（人）

実利用者数（７）更生訓練費支給事業
就労移行支援事業又は自立訓練事業を利用している方
に更生訓練費を支給します。

③障害者虐待防止一時保護居室確
保事業

実施の有無

　障害者虐待の防止について普及啓発活動を行うとともに、
障害者を養護している家族等（養護者）が介護疲れなどの原
因で虐待を行わないよう、養護者への支援を行います。
＊第４期からの計画事業

　各保健福祉センターに障害者虐待防止センターを設
置します。
　＊第４期からの計画事業

　一時的に保護する居室を確保します。
　＊第４期からの計画事業

①障害者虐待防止事業 実施の有無

②障害者虐待防止センター運営事
業

実施の有無

（５）社会参加促進事業

（１）福祉ホーム事業

（８）知的障害者職親委託制度 実利用者数
　知的障害者を一定期間、知的障害者の援護に熱意の
ある事業経営者に預け、生活指導及び技能習得訓練等
を行います。

（人） 55.0%

（６）障害者虐待防止対策支援事業

　日中において監護する者がいないため、一時的に見
守り等が必要な障害者等に対し、障害者支援施設等で
日中の活動の場を提供します。

　スポーツ・芸術文化活動等を行うことにより、社会
参加を促進します。

各 年 度 に お け る サ ー ビ ス 量 の 見 込 量 と 実 績

第４期計画

（人）実利用者数

（４）日中一時支援事業

実利用者数

利用箇所数

（２）訪問入浴サービス事業
　身体に重度の障害があり居宅において入浴が困難な
障害者等に対し、訪問入浴車を派遣して、入浴の機会
を供与します。

（３）生活訓練事業
　障害者に対して日常生活上必要な訓練・指導等を行
います。

実施の有無

　現に住居を求めている障害者に対し、低額な料金
で、居室その他の設備を提供します。

事業内容および対象者事　　　業　　　名

0.0% ○ 概ね見込みどおりの実績となっている。

事業数 （事業） 100.0%

実利用者数

利用箇所数

（実施の
有無）

100.0% 100.0% 0.0% ○ 概ね見込みどおりの実績となっている。

（実施の
有無）

100.0% 100.0% 0.0% ○ 概ね見込みどおりの実績となっている。

○

○

100.0%

概ね見込みどおりの実績となっている。

単位

（実施の
有無）

100.0% 100.0% 0.0% ○

96.9% 88.0% 0.0%（人）

0.0%（人） 92.0%

２　任意事業



１　施設入所者の地域生活への移行

２　地域生活支援拠点等の整備

３　福祉施設から一般就労への移行

7

50 人 70 人

―

平成２８年度 平成２９年度

0 か所 0 か所

平成２４年度の一
般就労移行者数

（Ａ）

56 人112 人以上

【目標値】
平成２４年度の一
般就労移行者数の

２倍以上

（Ａ）×２

実績

進捗状況 62.5%

平成２８年度

25 人

第４期福祉計画

平成２９年度

一般就労移行者数

平成２６年度

第４期福祉計画

平成２７年度

第４期千葉市障害福祉計画の進捗状況（目標値）

119 人565 人68 人以上

地域生活移行者数

39 人

―

―

27 人

39.7%

平成２９年度

第４期福祉計画

52 人

76.5%

平成２８年度

105.4%

【参考】
第３期計画

【目標値】
平成２９年
度末までの
地域生活移

行者数

（Ａ）×12％

平成２５年
度末時点の
施設入所者

数
（Ａ）

【参考】
第３期福祉
計画（H24
～H26）で
の地域生活
移行者数
（累計）

平成２６年度 平成２７年度

単年度実績

累計数

進捗状況

平成２７年度

27 人

【目標値】

平成２９年度までの地域生活支援拠点等の整備数

1 か所以上

【参考】
第３期計画

118 人


